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⼤阪難波ロータリークラブ 

会⻑ 川⼝栄計 
ロータリアンの⾜跡 vol.２ 

福島喜三次 ダラス、東京、⼤阪 RC 

 

 

 

福島 喜三次（ふくしま きそうじ、1881 年 10 ⽉ 10 ⽇ - 1946 年 9 ⽉ 17
⽇）は実業家。⽇本⼈初のロータリアン。元ダラスロータリークラブ会員。
1920 年東京ロータリークラブを設⽴し同初代幹事に就任。⼤阪ロータリーク
ラブ設⽴にもかかわり、1922 年同初代幹事。 
 
経歴 
佐賀県⻄松浦郡有⽥町本町⽣まれ。2 歳のとき⽗を亡くす。⼩学校時代から終
始級⻑を務めるなど秀才で鳴らし、⻑崎商業学校（現⻑崎市⽴⻑崎商業⾼等学
校）⾸席を経て、1904 年東京⾼等商業学校（現⼀橋⼤学）を⾸席で卒業。⼀
橋では同級の向井忠晴（三井総元⽅理事⻑や⼤蔵⼤⾂を歴任）、佐藤尚武（外
務⼤⾂や参議院議⻑を歴任）と⾸席を争った。  
同級の向井とともに 1904 年三井物産⼊社。1905 年からニューヨーク⽀店勤
務。三井物産⼦会社であるダラスの東洋綿花社⻑を務め、⽇本⼈初のロータリ
アンに推挙された。上海⽀店⻑等を経て、1936 年三井合名会社理事。妻アサ
は、外交官で外務省通商局⻑や駐ブラジル公使等を歴任した杉村濬の娘。国際連盟事務次⻑等を歴任した
杉村陽太郎とは義理の兄弟。 
 
⽶⼭梅吉との出会い（ダラス会談） 
男爵⽬賀⽥種太郎を委員⻑とする政府特派財政経済委員として渡⽶した⽶⼭梅
吉が、当時、ダラスで三井物産の現地法⼈において綿花輸出の次席として勤務
していた福島喜三次に往復 3 ⽇の道のりを経て、1918 年元⽇、ダラス福島家
において会談。この時すでに福島は 1917 年に⽇本⼈として初めてのダラス
RC 会員となっており、⽶⼭にもこの話題の話をしていたと推測されている。
⽶⼭４９歳、福島３６歳の時である。 
 
東京ロータリークラブの設⽴ 
1919 年、約２年間に及ぶ熱⼼なロータリー活動を終え帰国する福島に ロータリー会員仲間は是⾮、⽇本
にもロータリークラブを作るように勧め、そして、1920 年 2 ⽉ 28 ⽇付で、シカゴのロータリークラブ国
際連合会から東京にロータリークラブを作るべく、特別代表を委嘱される。のち⽶⼭梅吉と会談し、チェ
ス・ペリー事務総⻑宛のこの報告に次の如く記されている。  
「当地事情を詳細調査の結果、⼤分前に全権を⽶⼭梅吉⽒に⼀任しました。同⽒は三井銀⾏の常務取締役
であり、この⽬的のために最適任者であると考えます。最近になって⽶⼭⽒は私を訪ねて⾒えました。こ
の計画に対して強い熱意を⽰され、クラブ設⽴に明るい⾒通しを持っておられます｡私も全く同感でありま
す。」 
1920 年東京ロータリークラブの創⽴総会を東京銀⾏協会において開催し、初代会⻑に⽶⼭梅吉。福島は初
代幹事となり、ここに⽇本初のロータリークラブが誕⽣した。ロータリークラブ国際連合会の加盟承認
は、翌 1921 年 4 ⽉１⽇で、登録番号は、855 番であった。 
⽶⼭は、メンバーを選ぶについて、⾼い基準を設けた。いわば国家的な⼈物、国際的な視野を有する⼈物
というのが選考の基準であった。このような考え⽅は、⼤阪ロータリークラブにもそして、その後のロー
タリークラブへと受け継がれた。国際的な視野ということからすれば、英語ができることが前提であっ
た。 
東京ロータリークラブの創⽴時の会員は、以下の 24 名である。現在の⼈にはほとんど知るところがないの
で、名前だけでなく、どんな⽴場であったかを東京クラブの『わがクラブの歴史』（昭 30.05.25）から抜
き出してみる。 
■深井 英五 ⽇本銀⾏ 理 事 銀⾏  
  ■藤野 正年 ⽇本製⿇ 重 役 製⿇  
  ■福島喜三次 三井物産 副⽀配⼈ ⽺⽑輸⼊  
  ■藤⽥  譲 明治⽣命 重 役 ⽣命保険  
  ■藤原 俊雄 内外興業 重 役 ⾃動⾞販売  



 

  ■堀越善重郎 堀越商会 会 主 ⽣⽷輸出  
  ■星   ⼀ 星 製 薬  社 ⻑ 製薬  
  ■井上敬次郎 東京市電気局 局 ⻑ 電⾞  
  ■磯村豊太郎 北海道炭鉱 重 役 ⽯炭  
  ■伊東⽶次郎 ⽇本郵船 副社⻑ 航海  
  ■岩井重太郎 ⽇興証券 社 ⻑ 信託  
  ■樺⼭ 愛輔 ⽇本製鋼 社 ⻑ 製鋼  
  ■梶原 仲治 正⾦銀⾏ 副頭取 為替  
  ■岸 敬⼆郎 芝浦製作 重 役 電器製作  
  ■北島  亘 北島商会 会 主 株式仲買  
  ■倉地 誠夫 三  越 重 役 百貨店  
  ■牧⽥  環 三井鉱⼭ 重 役 鉱⼭  
  ■⻑野宇平治 建築技師     建築設計  
  ■⼩野英次郎 興業銀⾏ 副総裁 産業銀⾏  
  ■佐野 善作 商科⼤学 学 ⻑ 教育  
  ■清⽔ 釘吉 清 ⽔ 組  組 主 建築  
  ■対島健之助 東京⽇々 重 役 新聞  
  ■和⽥ 豊治 富 ⼠ 紡  社 ⻑ 紡績  
  ■⽶⼭ 梅吉 三井銀⾏ 重 役 商業銀⾏ 
 
⼤阪ロータリークラブの設⽴ 
1921 年⼤阪に転任した福島は、加島銀⾏の星野⾏則と会談し、⼤阪にロータリークラブを作る必要性を話
し合いました。翌 1922 年、星野⾏則がロータリークラブの実況を視察することになり、先ずシカゴの本
部を訪れた。当時の Perry 幹事に⾯会した同君は、創⽴に関する全権を依嘱され、同年 11 ⽉ 1 ⽇第⼀回の
創⽴準備会を中之島⼤阪ホテルにて開催した。その後チャーターメンバーを選び、クラブ細則原案を作
り、⼤正 11 年（1922 年）11 ⽉ 17 ⽇創⽴総会を開いた。 
■ 選ばれたチャーターメンバーは  
･浅井 義、･江崎 政忠、･藤沼 庄平、･福島 喜三次、･⻑⾕川 五郎、･平⽣ 釟三郎 
･星野 ⾏則、･伊藤 忠兵衛、･⽚岡 安、･⽚岡 直⽅、･⽊村 清、･⽊間瀬 策三 
･北⽥ 内蔵司、･清瀬 ⼀郎、･児⽟ ⼀造、･⼩林 ⼀三、･前⽥ 松苗、･村⽥ 省蔵 
･坂⽥ 幹太、･関 ⼀、･下村 耕次郎、･進藤 嘉三郎、･⾼原 操、･⾼⽯ 真五郎、 
･⼋代 則彦 
の 25 名であった。福島は初代から 5 代まで幹事を務めた。 
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